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肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。
一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。
一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。
一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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は
じ
め
に

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
は
、

慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
と
呼
ば
れ
て
き
た

病
気
の
総
称
で
す
。

　

タ
バ
コ
煙
を
主
と
す
る
有
害
物
質
を
長
期

吸
入
暴
露
す
る
こ
と
で
生
じ
た
肺
の
炎
症
性

疾
患
で
あ
り
、
喫
煙
習
慣
を
背
景
に
中
高
年

に
発
症
す
る
生
活
習
慣
病
で
す
。

　

喫
煙
率
は
年
々
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、

40
歳
以
上
の
人
口
の
８
・
６
％
、
約
５
３
０

万
人
の
患
者
が
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
１
）

　

全
体
で
死
亡
原
因
の
９
位
で
す
が
、
男
性

で
は
７
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

原
因

　

危
険
因
子
は
外
因
性
と
内
因
性
が
あ
り
ま

す
。

　

外
因
性
危
険
因
子
は
、
喫
煙
、
ま
た
近
年

で
は
大
気
汚
染
、
職
業
性
粉
じ
ん
な
ど
の
暴

露
の
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
呼
吸
器
学
会
で
は
、
８
月

１
日
を
「
肺
の
日
・
呼
吸
の
日
」

と
定
め
、
一
般
市
民
の
方
々
に
呼

吸
器
疾
患
に
つ
い
て
の
最
新
の
情

報
を
伝
え
、
病
気
の
予
防
の
た
め

の
啓
蒙
活
動
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
高
齢
化
が
進
み
、
慢
性
気

管
支
炎
、
肺
気
腫
、
肺
癌
な
ど
著

し
い
増
加
を
み
せ
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
々
に
、
肺
に
関

心
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
病
気
を
な
く
す
た
め
に
は
予

防
が
最
も
大
切
な
こ
と
は
万
人
が

認
め
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
禁
煙
運
動
を
始
め
と
す

る
各
種
の
啓
蒙
運
動
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　

内
因
性
危
険
因
子
は
、遺
伝
子
で
す
。
α
ー

１
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
欠
損
症
、
炎
症
関
連

遺
伝
子
、
ア
ン
チ
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
お
よ
び
ア
ン
チ
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
メ
タ
ロ
プ
ロ
テ
イ
ナ
ー
ゼ
な
ど

の
遺
伝
子
変
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
者
・
過
去
喫
煙
者
の
全
員
が
発
症
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
全
体
の
15
％
か
ら
20
％

が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
発
症
し
ま
す
。
10
人
喫
煙
者

ま
た
は
過
去
喫
煙
者
が
い
た
ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

を
発
症
す
る
の
は
１
〜
２
人
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
遺
伝
訴
因
に

関
す
る
研
究
で
は
、
い
く
つ
か
の
発
症
感
受

性
遺
伝
子
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

こ
れ
ら
の
遺
伝
子
を
把
握
し
た
う
え
で
の

健
康
行
動
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
無
理
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
喫
煙

者
か
ど
う
か
は
、
現
状
で
は
把
握
で
き
ま
せ

ん
。

　

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
入
す
る
こ
と
で
肺
の
中

の
気
管
支
に
炎
症
が
お
き
て
、
咳
や
た
ん
が

で
た
り
、
気
管

支
が
細
く
な
る

こ
と
に
よ
っ
て

空
気
の
流
れ
が

低
下
し
ま
す
。

ま
た
気
管
支
が

枝
分
か
れ
し
た

肺
胞
（
ブ
ド
ウ

の
房
状
の
小
さ

な
袋
）
が
破
壊

さ
れ
て
、
肺
気

腫
と
い
う
状
態

『8月1日は肺の日・呼吸の日』

に
な
る
と
、
酸
素
の
取
り
込
み
や
二
酸
化
炭

素
を
排
出
す
る
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
肺
胞

が
破
壊
さ
れ
る
と
こ
れ
ら
の
変
化
は
治
療
に

よ
っ
て
も
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

　

喫
煙
率
の
年
次
推
移
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
だ
男
性
で
は
30
％
の
方
が
喫
煙
習
慣

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
喫
煙
者
・
過
去
喫
煙
者
の
方
で
喘
息

の
既
往
の
あ
る
方
は
、
炎
症
関
連
遺
伝
子
の

存
在
が
想
定
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
発
症
す
る

こ
と
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。

呼吸器内科部長
望月　淳

図１（出典：順天堂大学医学部の福地氏らによる大規模な疫学調査研究NICEスタディ（2001年発表）より）

（出典：COPD啓発プロジェクトより）

（出典：厚生労働省　国民健康・栄養調査 2015年）

肺胞が破れるタイプ

気道が狭くなるタイプ

喫煙率の年次推移
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症
状

　

労
作
時
の
呼
吸
困
難
や
慢
性
の
咳
や
た
ん

が
特
徴
で
す
。
一
部
の
患
者
さ
ん
で
は
、
ぜ

ん
そ
く
や
発
作
性
の
呼
吸
困
難
な
ど
喘
息
の

様
な
症
状
を
合
併
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。
特
に
息
切
れ
は
特
徴
的
な
症
状
で
、
持

続
的
か
つ
進
行
性
で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

左
記
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
息
切
れ
を
評
価
す

る
簡
便
な
方
法
と
し
て
、
よ
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
低

下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

診
断

【
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
】

　

確
定
診
断
に
は
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
と
い

わ
れ
る
呼
吸
機
能
検
査
が
必
要
で
す
。

　

最
大
努
力
で
呼
出
し
た
時
に
は
け
る
全
体

量
（
努
力
性
肺
活
量
）
と
そ
の
時
に
最
初
の

１
秒
間
で
は
け
る
量
（
１
秒
量
）
を
測
定
し
、

そ
の
比
率
で
あ
る
１
秒
率
（
１
秒
量
÷
努
力

性
肺
活
量
）
が
気
道
の
狭
く
な
っ
て
い
る
状

態
（
閉
塞
性
障
害
）
の
め
や
す
に
な
り
ま
す
。

【
画
像
診
断
】

　
重
症
例
で
は
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
で
肺

の
通
過
性
亢
進
や
過
膨
張
所
見
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
早
期
診
断
に
は
役
立

ち
ま
せ
ん
。
高
分
解
能
Ｃ
Ｔ
で
は
肺
胞
の
破

壊
が
検
出
さ
れ
、
早
期
気
腫
病
変
も
発
見
で

き
ま
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
診
断
に
は
、
閉
塞

性
障
害
の
有
無
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

治
療

１ 

ま
ず
禁
煙
で
す

喫
煙
を
続
け
て
い
る
と
呼
吸
機
能
の
悪
化

が
加
速
し
て
し
ま
い
ま
す
。
禁
煙
が
治
療

の
ま
ず
第
一
歩
で
す
。
下
記
の
図
２
の
よ

う
に
、
喫
煙
を
早
期
に
や
め
る
こ
と
に
よ

り
、
肺
の
機
能
の
低
下
も
よ
り
抑
え
ら
れ

ま
す
。

２ 
薬
物
治
療

気
管
支
拡
張
薬
で
す
。
効
果
や
副
作
用
の

面
か
ら
吸
入
薬
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

吸
入
抗
コ
リ
ン
薬
や
吸
入
β
2
刺
激
薬
と

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
で
す
。
吸
入
ス
テ
ロ

イ
ド
は
肺
炎
発
症
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

気
道
閉
塞
の
増
悪
を
繰
り
返
す
場
合
は
慎

重
に
使
用
し
ま
す
。

（日本呼吸器学会ホームページより）

図２ １秒量（FEV1）からみたCOPDの自然経過
　　 （Fletcher C, Peto R：BMJ 1：1645-1648, 1977）

３ 

呼
吸
訓
練
や
運
動
療
法
、
栄
養
療
法

患
者
さ
ん
の
症
状
に
合
わ
せ
て
行
い
ま

す
。

４ 

呼
吸
機
能
の
悪
化
・
増
悪
の
予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
呼

吸
器
感
染
症
は
呼
吸
機
能
悪
化
に
つ
な
が

り
、
進
行
を
早
め
ま
す
。
か
ぜ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
呼
吸
器
感
染
症
を
予
防
す

る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　

平
成
29
年
６
月
の
国
会
で
は
見
送
り
と

な
っ
た
受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
強
化
を
盛
り

込
ん
だ
健
康
増
進
法
改
正
案
で
す
が
、
い
ず

れ
ま
た
議
論
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
喫
煙
者
は
少
し
で
も
早
い
時
期
に
禁

煙
の
決
断
を
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
予
防
・
進
行

の
抑
制
に
努
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

激しい運動をした時だけ息が上がる。
平坦な道を早足で歩く、あるいは緩やかな上り坂を歩
くときに息切れがある。

息切れがあるので同年代の人よりも平坦な道を歩くの
が遅い、あるいは平坦な道を自分のペースで歩いてい
るとき、息切れのために立ち止まることがある。
平坦な道を約100ｍ、あるいは数分歩くと息切れのた
めに立ち止まる。
息切れがひどく家から出られない、あるいは衣服の着
替えをするときにも息切れがある。

０

１

２

３

４

（modified British Medical Reserch Council の質問票）

（
１
秒
率
）
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１
．
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
聞
い
て
も
「
何

を
す
る
の
？
」
と
そ
の
実
際
が
浮
か
ん
で
こ
な
い

方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、

心
不
全
、
心
臓
手
術
後
、
大
動
脈
疾
患
、
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
を
患
っ
て
い
る
方
等
を
対
象
に
生
活
指
導
・
運
動
指
導
・
薬
剤
指
導
・

栄
養
指
導
等
を
行
い
、
自
宅
等
の
生
活
環
境
の
場
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

支
援
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
．
当
院
で
の
入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
流
れ

　
当
院
で
は
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
対
象
に
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
職
種
の
専
門
性
を
活
か
し
、
そ
の
方
に
合
っ
た
治
療
方
針
の

決
定
や
実
施
、
今
後
の
生
活
を
想
定
し
た
生

活
指
導
や
運
動
指
導
等
を
段
階
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

３
．
各
職
種
の
専
門
性
と
チ
ー
ム
ア

プ
ロ
ー
チ

　
当
院
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

病
期
・
病
態
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
チ
ー
ム

対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
入
院
早
期
は
医
師
・
看
護
師
に
よ
り
病
態
・

病
状
に
対
す
る
処
置
を
行
い
ま
す
。
状
態
が

安
定
し
た
の
ち
、
運
動
機
能
・
耐
用
能
向
上

や
Ａ
Ｄ
Ｌ
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
や
生
活

指
導
を
行
い
ま
す
。
退
院
前
に
は
薬
剤
師
に

よ
る
服
薬
指
導
や
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

指
導
を
行
い
ま
す
。各
専
門
職
が
集
ま
り
チ
ー

ム
と
し
て
、
治
療
・
退
院
支
援
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

４
．
リ
ハ
ビ
リ
専
門
士
（
理
学
療
法

士
）
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
紹
介

　
入
院
初
期
に
お
い
て
は
、
ベ
ッ
ド
上
で
呼

吸
練
習
や
手
足
の
運
動
、
ベ
ッ
ド
周
囲
で
ス

ト
レ
ッ
チ
や
足
踏
み
運
動
等
を
行
い
ま
す
。

状
態
が
落
ち
着
い
て
き
た
の
ち
、
病
棟
内
の

歩
行
練
習
を
行
い
、医
師
の
指
示
の
も
と
徐
々

に
運
動
量
を
増
や
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は

外
周
歩
行
や
階
段
昇
降
、
軽
作
業
練
習
を
行

い
ま
す
。退
院
後「
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
」

こ
と
を
目
標
に
、
自
宅
環
境
に
適
応
で
き
る

身
体
調
整
を
リ
ハ
ビ
リ
で
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

入院から退院までの工程（14日程度）

心臓リハビリテーションを始めました！

理学療法士　岩尾　誠也

医師

患者
家族

看護師検査
技師

医療
ソーシャル
ワーカー

薬剤師

栄養士リハビリ

カテーテル治療
治療方針の決定

生活指導
スマイルはあと

服薬指導

栄養指導運動指導
生活指導

退院調整
生活支援

心電図検査
運動負荷試験
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　当院では、法律に基づく新人看護職員研修を新人看護師が入職したこの時
期に毎年行っています。みなさまに安全な医療を提供し、健康へ貢献するた
め専門職として必要な実践能力の育成を行っています。
　今年度は、認知症患者のケアを研修内容に加え、今後ますます高齢化に伴
う人口構造や疾病構造の変化に対応できる人材育成を目標に40時間の研修
を行いました。

　認知症ケアの研修では、DVD鑑賞を活用しながら認知症高齢者の現状について、認知症の中核症状に特徴
的な行動、BPSDとせん妄の予防と対処方法などの講義内容でした。受講生も真剣に聴き、質問も多く有意
義な研修内容であったと思います。

日　時

5/12(金）

5/19(金）

5/26（金）

 6/2 （金）

 6/9 （金）

6/16（金）

6/23（金）

6/30（金）

内　容

感染防止①

感染防止②

医療安全

褥瘡ケア

認知症ケア

呼吸ケア

看護記録・NST

救急・災害

＜研修日程＞
　当院の地域新人看護職研修の講義や実習が、看護師人生をスタート

した新人看護師さんに、少しでもお役に立てればと思います。

　新人看護職員が離職することなく地域医療を担い、臨床現場で必要

とされる看護師として成長されることを願っています。

看護教育委員会　教育担当責任者　小野　康佳

研修の最終日　救急・災害看護研修終了後の集合写真
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久保　朱里
ぼく りしゅうえ しず

行事のお知らせ 血液内科
外来診察日のお知らせ

第３木曜日午後　幸野和洋先生
（厚生連　鶴見病院より）

＊第２・第４金曜日午後の中山
俊之先生の外来はこれまで通り
です。
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①
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②
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一
言
）

④
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・
特
技

九州豪雨災害の被災地の皆さまに心よりお見舞い申し上げますと共に、
一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　九州豪雨災害では、「大分県看護協会災害支援ナース」として当院看護師２名が日田市の避難所

に派遣され、支援活動を行いました。

　また、大分県医療政策課から大分 DMAT の派遣要

請があり、当院のロジスティックス（業務調整員）

２名が日田市の避難所にて支援業務を行いました。

こう の かずひろ

●日時
　平成 29 年 8 月 26 日（土） 19 時
　（雨天の場合は中止）

●場所
　宇佐高田地域成人病検診センター前
　駐車場

　平成 29 年 7 月 1 日より､病院敷地内を全面禁煙とさせていただきました｡愛煙家のみな

さま方には､大変ご不便をお掛け致しますが､建物内禁煙より敷地内禁煙へ変更いたしま
したので､よろしくお願い申し上げます｡

平成29年7月 1日より

病院敷地内を全面禁煙

　7月19日（水）17時30分より、第13回病院教育委員会職員研修会を行いました。

（１）医療安全管理対策委員会
「安全への道 15　平成 28年度医療安全管理対策委員会活動報告」
医療安全管理者　　今永　茂美

（２）褥創対策委員会
「平成 28年度褥創対策委員会活動報告」
4F看護師　　古殿　純子

（３）衛生委員会
「平成 28年度職員健診結果報告」
検診センター主任保健師　　安倍　幸子

（４）DMAT委員会
「平成 28年度DMAT活動報告」
4F主任看護師　　青木　美子

病院教育委員会職員研修会

　当院では親睦会が中心となり、エコキャップを回収し寄付するボラ
ンティア活動を行っています。この活動は、ペットボトルのキャップ
を回収して再資源化事業者に販売することで得られた売却益の一部を、
開発途上国の子どもへのワクチン代として寄付するものです。
　昨年度は、約13.03人分のワクチン代にあたる、52.1㎏のキャップ
を寄付することができました。病院内に回収箱を設置しておりますの
で、ご協力の程宜しくお願い致します。

ボランティア活動紹介
売店前
自動販売機横
３階病棟談話室
４階病棟談話室
検診センター入口

回収箱設置場所
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九州豪雨災害の被災地の皆さまに心よりお見舞い申し上げますと共に、
一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　九州豪雨災害では、「大分県看護協会災害支援ナース」として当院看護師２名が日田市の避難所

に派遣され、支援活動を行いました。

　また、大分県医療政策課から大分 DMAT の派遣要

請があり、当院のロジスティックス（業務調整員）

２名が日田市の避難所にて支援業務を行いました。

こう の かずひろ

●日時
　平成 29 年 8 月 26 日（土） 19 時
　（雨天の場合は中止）

●場所
　宇佐高田地域成人病検診センター前
　駐車場
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

石田　健朗　　　消化器科一般

岡嶋　智也　　　消化器科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

幸野　和洋（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

庄野　正規　　　消化器外科　外科一般

江上　拓哉　　　消化器外科　外科一般

蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般

望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科

内田そのえ（非常勤）呼吸器内科

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

しょう の まさ き

くら あきのぶ

え がみ

た

やたく

もち づき

うち だ

あつし

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

●予約受付時間
　平日 午後2：00～5：00

平成29年8月1日現在

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

いし だ

おか じま とも や

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

こう の かず ひろ

たしょう

ろうとし

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

呼 吸 器

循 環 器

外 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

石　田

―

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

―

江　上

中　島

望　月

近　藤

（心カテ検査）

―

―

幸野（第３）

齋　藤

陣林（ペースメーカー）

蔵　田

岡　嶋

内田（第2･第4）

―

（乳腺検査）

―

―

篠　原

柏　木

中　島

望　月

―

―

―

―

陣　林

庄　野

石　田

―

―

―

―

―

　九州豪雨災害で亡くなられました方々のご冥福をお祈り申
し上げますと共に、被災されました皆様に心よりお見舞い申
し上げます。
　この災害で、自然の力の恐ろしさを思い知りましたが、地
域の中での助け合いやたくさんのボランティアの方が被災地
に駆けつけて支援活動をされるなど、人と人とのつながりの
強さも感じました。
　皆様の安全と被災地の１日も早い復興を心よりお祈り申し
上げます。

編集後記

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●ご案内図2017年8月1日発行ぬくもり　No.48

〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●(財）日本医療機能評価機構認定

（機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●NST稼働施設認定病院
●日本消化管学会胃腸科指導施設
●肝疾患診療協力医療機関

NUKUMORI  No.48 8


